
特別講演 5  

引揚の記憶と平和の願いを世界へ未来へ   

京都府 舞鶴市引揚記念館元館長 山下美晴先生

はじめに――

2015 年「舞鶴への生還―1945‐1956 シベリア抑留等日本人の本国への引き上げの記録」

がユネスコ世界記憶遺産(Memory of the World)に登録された。世界的に重要な資料や所

蔵する舞鶴引揚記念館の取り組みなどを紹介する。

引揚のまち舞鶴――

京都府北部の日本海に面し、古くから海とともに栄えてきた港まち舞鶴。1901 年に海軍鎮

守府が置かれ、明治、大正、昭和は軍港として、また第 2 次世界大戦終結後は、13 年間に

渡り、海外からの引揚者 66 万人(内、7 割はソ連方面)を迎える引揚港としての役割を果た

した。当時の舞鶴市民は戦後の混乱期に自らの生活もままならない中、心身共に疲れ切っ

た引揚者を歓迎の言葉や湯茶のふるまいなどで温かく迎え、多くの体験者からは感謝の言

葉が今もなお伝えられている。1988 年には、戦後の第 1 歩を舞鶴で踏みしめた体験者から

の熱望で、引揚の史実を後世に伝え平和の尊さを発信する拠点として「舞鶴引揚記念館」

が開館し、現在までに 1 万 6 千点もの資料が全国から寄贈されている。



薄れゆく記憶を世界の記憶に――

2000 年代になり体験者の高齢化も進みピーク時には 20 万人あった来館者も半減する状況

に。引揚の記憶も徐々に薄れつつあるなか、舞鶴引揚記念館の資料をユネスコ世界記憶遺

産に登録すること目指した。まちを挙げての取り組みの結果、2015 年に世界的な重要性と

希少性などが認められ引揚関連資料が“世界の記憶”となりました。登録されたのは、抑

留中に必死に書き綴った日記や家族との強い絆をうかがい知ることのできる手紙など 570

点。過酷な歴史とともに家族愛や人間愛、生命力、平和の尊さなどの人類共通の普遍的な

主題を伝える記録資料である。

世界へ未来へ――

ユネスコ世界記憶遺産登録の効果もあり、舞鶴引揚記念館の来館者は増加。しかし、世界

記憶遺産への登録はゴールではなく、継承への新たなスタートとして、引揚のまちとして

の責務を果たすことが大切と考え、歩みを進めている。

国内だけでなく海外での資料の調査事業や類似博物館との交流など。その中でも、特に旧

ソ連時代に抑留地であったウズベキスタン共和国とは、シベリア抑留関連の博物館との相

互訪問をきっかけに、東京オリンピックのホストタウンとなり、スポーツだけでなく様々

な交流に繋がっている。



また、大切に取り組んでいるのは、次世代への継承である。舞

鶴市では、市内の小学 6 年生全員が引揚について学んでおり、

そのほかの学年についても遠足や校外学習などで引揚記念館を

訪れる機会をつくっている

そういった積み重ねの中で、舞鶴引揚記念館で語り継ぎを担

う大人に交じって、5 年ほど前から中高生が、自主的に参加する

ようになった。現在では中学 2 年生から大学生までの 30 人が

「学生語り部」として活動しており、館内での案内のほか「難

しい歴史を自分たちの言葉で、同世代や年下の子たちに伝えて

いきたい」の思いで全国からの修学旅行生などとも交流してい

る。舞鶴では、今後も「次世代への継承」から「次世代による

継承」を目指しながら、平和の尊さをこれからも語り継いでい

きたい
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